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主  題 ：キリストを中心とする働き③  

聖書箇所：コロサイ人への手紙 １章２８－２９節 

 

テーマ：私たちが見倣うべき“働き”におけるパウロの態度とは？ 

今朝、私たちはコロサイ１：２８－２９のみことばを一緒に見ていきたいと思います。 

これから学ぶこの箇所は、聖書の中で幾つかある私の好きなみことばの一つです。もう７年も前の話

になりますが、私が神学校に入学して間もないころ受けた牧会理念を学ぶクラスで、この箇所がまず触

れられていたのを覚えています。また、この箇所は、今でも自分自身がいつも立ち返って頻繁に思い起

こす、教会の働きや日々の歩みの指針となるものです。なぜそう言えるのかは、これから実際に内容を

見ていけば、皆さんにもすぐわかるかと思います。というのも、ここにはほかのだれでもないパウロの

働きの理念のまとめが簡潔に記されていました。彼がどのようにして主のために働いて、なぜそれをし

ていたのか、その核心となる部分をこの２８、２９節に見て取ることができます。私たちが模範にする

ことのできるパウロの姿に、きょうも一緒に目を留めてみましょう。 

〇キリストを中心とする働き：模範とするべき五つの態度 

まずはみことばを２４節からお読みします。今までのことを思い返しながら見てください。 

コロサイ１：２４－２９ 

「:24 ですから、私は、あなたがたのために受ける苦しみを喜びとしています。そして、キリストのからだ

のために、私の身をもって、キリストの苦しみの欠けたところを満たしているのです。キリストのからだ

とは、教会のことです。:25 私は、あなたがたのために神からゆだねられた務めに従って、教会に仕える

者となりました。神のことばを余すところなく伝えるためです。:26 これは、多くの世代にわたって隠さ

れていて、いま神の聖徒たちに現された奥義なのです。:27 神は聖徒たちに、この奥義が異邦人の間にあ

ってどのように栄光に富んだものであるかを、知らせたいと思われたのです。この奥義とは、あなたがた

の中におられるキリスト、栄光の望みのことです。:28 私たちは、このキリストを宣べ伝え、知恵を尽く

して、あらゆる人を戒め、あらゆる人を教えています。それは、すべての人を、キリストにある成人とし

て立たせるためです。:29 このために、私もまた、自分のうちに力強く働くキリストの力によって、労苦

しながら奮闘しています。」 

さて、これまでの流れを、もう一度思い返してみてください。私たちは今、キリストの福音に仕える

者となった、教会に仕える者となったパウロの姿から、ひとりひとりが模範とすべき見習うべき五つの

態度を学んでいます。主に喜ばれる働きを実際になしていた人物の歩みから、どうすれば私たち自身も

ますます主に喜ばれる働き人として成長できるのかということを改めて考えていたのです。そして、五

つのうち三つを見てきました。 

１．働きに伴う結果を喜んで受け入れること ２４節 

パウロは確かに、キリストの働きのために数え切れないほどの苦痛を味わっていた人物でした。彼を

憎む者からはいつも迫害されて、石打ちに遭って死にかけたことも何度もありました。普通に考えてみ

れば、彼の置かれた状況は到底喜びや希望を見出せるようなものではなかったのです。しかし、それで

もなお彼は大いに喜んで、神様に感謝をささげ続けることができました。それは自分の受ける苦しみが

キリストのためであること、またその苦しみがただ苦しみで終わるのではなくて、福音の前進につなが

ることをパウロが知っていたからでした。彼はいつもだれのために自分が苦しんでいるのかを正しくと

らえていました。だからこそ、働きに伴うどんな犠牲や困難も喜んで自分のものとすることができたの

です。 



２．自分にゆだねられた務めを覚えていること ２５節 

パウロは自分がだれのために苦しんでいるのかを正しくとらえていただけではなくて、同時に彼はい

ったいだれが自分自身に務めを与えてくれたのかも覚えていました。もともと主を憎んでいた自分が、

ただ主のあわれみによって救われたのだと感謝していたパウロは、福音や教会に仕える働きを当たり前

のものとは考えていませんでした。それらすべてがただ主の恵みであって、神様から与えられた特権な

のだと彼は覚えていたのです。だからこそ、パウロは主のために働くことにいつも忠実であろうとした

のです。 

３．栄光に富んだ奥義を忠実に伝えること ２６－２７節 

パウロは与えられた務めにどんなときもただ忠実であろうとしただけではありません。彼は自分に託

された神様のことばを余すところなくいつも伝えようとしていました。ほかのだれでもないイエス・キ

リストが、ユダヤ人と異邦人との間の壁を壊して一つとしてくださったこと、イエス・キリストが救わ

れた者のうちにいつも生きていてくださるということ、そして何よりイエス・キリストだけが唯一の救

いであり、唯一の希望であること、そんなメッセージを彼は大胆に語り続けていました。彼にとって、

こんなにもすばらしい真理をだれかに伝えない、黙ったままでいるなどということはできなかったので

す。 

さて、パウロは２４節から自分自身の働きについて教えてくれていたのですが、最後に近づくにつれ

て、大切なことをまとめてくれていました。この２８－２９節にクライマックスを見て取ることができ

ます。どんなことが書かれていたのかを２８節から見ていきましょう。 

４．最後まで焦点を見失わないこと ２８節 

まず２８節に、私たちが模範とすべき四つ目の態度を見て取ることができます。それは最後まで焦点

を見失わないことです。言いかえるのであれば、どんなときも働きの中心となるもの、また働きのゴー

ルに目を留め続けることが、主のための働きに欠かすことのできない重要な態度になりました。２８節

をよく見てください。パウロはそんな態度でまさに歩んでいたのです。 

●パウロの“働きの中心” ２８ａ節 

２８節はこんなふうに始まっています。「私たちは、このキリストを宣べ伝え、知恵を尽くして、あらゆる

人を戒め、あらゆる人を教えています。」と。ここでまず注目してほしいことは、パウロの働きの中心が何

だったのかということです。日本語の聖書では「私たちは、このキリストを宣べ伝え、」と始まっています

が、実を言うとこの訳ではパウロが言いたかったことが残念ながらうまく伝わっていません。もともと

のギリシャ語の本文をそのまま訳してみると、“このキリストを私たちは宣べ伝えるのです。”と訳す

ことがでます。パウロの強い思いが伝わってきませんか？彼は単に、私たちはキリストを宣べ伝えてい

るのですと言いたかったのではありません。ただ、何となくキリストに関する知識を人々に伝えていま

すと言いたかったのでもありません。彼はほかのだれでもない、このキリストを宣べ伝えているのだと

強調していました。唯一の救いであり、唯一の希望であるお方、そんな栄光の望みであるイエス・キリ

ストを、自分は語り続けているのだと、ここで述べていたのです。そして、それがパウロの働きの中心

でした。 

どんな人に対してであろうと、どんな場所であろうと、その中心となるメッセージが変わることはあ

りませんでした。たとえ困難やひどい苦しみを味わうことになったとしても、彼にとってキリストが宣

べ伝えられること、それこそが何にもかえがたい喜びでした。だから、コリントの兄弟姉妹に対しても

彼はこんなふうに言うのです。Ⅰコリント１：２３－２４に「:23 しかし、私たちは十字架につけられたキ

リストを宣べ伝えるのです。ユダヤ人にとってはつまずき、異邦人にとっては愚かでしょうが、:24 しかし、ユ

ダヤ人であってもギリシヤ人であっても、召された者にとっては、キリストは神の力、神の知恵なのです。」と書

かれています。またⅡコリント４：５でも「私たちは自分自身を宣べ伝えるのではなく、主なるキリスト・



イエスを宣べ伝えます。」と記されていました。また、ローマの獄中で苦しみを受けていたときも、ピリ

ピの兄弟姉妹たちに対して、パウロはこのように述べていました。ピリピ１：１８に「すると、どういう

ことになりますか。つまり、見せかけであろうとも、真実であろうとも、あらゆるしかたで、キリストが宣べ伝

えられているのであって、このことを私は喜んでいます。そうです、今からも喜ぶことでしょう。」とあります。

パウロは、公の場であろうが、個人の場であろうが、囚われの身であろうが、自由の身であろうが、あ

らゆる人々の前でイエス・キリストを忠実にあかしし続けていました。自分自身の考えや自分自身の意

見ではありません。この世の考えやこの世の流行でもありません。彼は、このキリストをただ宣べ伝え

る、その働きのためにすべてのものを犠牲にして、すべての人に熱心に仕えていたのです。 

またパウロは、ここで実際にどのような方法で人々にキリストを宣べ伝えていたのかも教えてくれて

いました。彼はその具体的な方法を二通り２８節に挙げていました。「このキリストを宣べ伝え、知恵を尽

くして、あらゆる人を戒め、あらゆる人を教えています。」と。その方法は、「戒めること」と「教えること」

でした。 

▷「戒めること」 

この「戒める」ということばは、“ノウセテオ”というとても大切なギリシャ語が使われています。

これは「こころ」を表す“ノウス”と、何かを「置く」ことを表す“ティテーミ”がくっついて成り立

っています。そして「人の心に何かを置いて、人に何かを思い出させる」とか、「人の心を適切な状態

に整える」というのがもともとの意味でした。そしてここから、間違ったふるまいや考えをやめるよう

にと警告することとかさとすこと、過ちを叱責することといった意味で、聖書の中で用いられます。要

するに戒めるというのは、正しい道から外れてしまった者に対して、警告を与えて何が正しいのかを思

い出させてあげて、正しい道へとその者を引き戻してあげることでした。たとえそれが時に相手にとっ

て厳しい内容であったとしても同じです。親と子の関係を考えてみたらよくわかります。親が愛する我

が子の間違いや悪い行いを見て見ぬふりはしないように、その子のことを愛しているからこそ、その子

のことを思って厳しく叱ってあげるように、キリストから離れていっているような者がいるのであれば、

間違った道に進んでいるような者がいるのであれば、愛をもって戻っておいでと。その罪や過ちをさと

してあげるのです。 

パウロはまさにそのように歩んでいました。例えば、パウロとコリントの教会との関係を思い出して

みると、コリントの教会にはありとあらゆる問題が横行していました。不一致や不品行といった問題が

彼らの間には生じていましたし、結婚や主の晩餐、賜物やキリストの復活に関しても大きな混乱が生じ

ていました。そんなさまざまな問題を耳にしたパウロは、罪をきちんと取り扱って、厳しく戒めていま

した。でも、その戒めは、彼らに対する嫌悪感や憎しみからなされたものではありませんでした。彼は

Ⅰコリント４：１４－１５で「:14 私がこう書くのは、あなたがたをはずかしめるためではなく、愛する私の

子どもとして、さとすためです。:15 たといあなたがたに、キリストにある養育係が一万人あろうとも、父は多

くあるはずがありません。この私が福音によって、キリスト・イエスにあって、あなたがたを生んだのです。」と

言っていました。もちろんコリントの人たちを救ったのは、ただ神様の恵みのみわざでした。でもそん

な彼らに対して、最初に福音を伝えたパウロは、まるで彼らのことを自分の愛する子どものように考え

ていたのです。そしてそれゆえに彼は霊的な父親として、愛をもって彼らを正しい道へと引き戻すため

にさとしていました。ますます神様が喜んでくださる、キリストに似た者になるようにと、自分自身の

模範を示しながら間違った考えや態度を矯正していたのです。罪や間違いを戒めるということは、キリ

ストを宣べ伝えていく上で重要な一つの要素でした。 

▷「教えること」 

でもこれだけではありません。パウロはもう一つ「教える」ということも挙げていました。このこと

ばには、文字どおり「人に何かをするように教える」という意味があります。それに加えて、「指導す



る」とか「訓練する」といった意味も含まれています。何が正しいことなのか、人に正しい知識や真理

を教えるだけではなくて、その人がその知識に基づいて歩んでいけるようにと訓練してあげるのです。

これも親と子の関係を考えてみれば、親は子どもが間違いを犯したそのときだけ叱って、正しいことを

教えるのではないですよね？普段から愛する我が子に、必要となるようなこと、知恵や知識を教えてあ

げて、しかもただ知識を教えて、あとは自分でやりなさいと言うのではなくて、その子のことを訓練し

て、その成長を助けてあげようとするのです。そして、それこそパウロがなしていたことでした。ただ、

人々の過ちや間違いを、愛をもって正してあげていただけではありません。彼らがいつも覚えているべ

き正しい真理を継続的に教え続けていたのです。もちろん、この真理は、彼自身が正しいと感じるもの、

彼の勝手な思いつきでもなければ、彼自身の考え方でもありません。この真理というのは、みことばに

基づくものでした。 

今後、見ていくことになりますけれども、コロサイ３：１６に、今、私たちが見ている２８節と全く

同じことば、「教える」と「戒める」という二つのことばを用いて、みことば――キリストのことばに

結びつけていました。パウロは「キリストのことばを、あなたがたのうちに豊かに住まわせ、知恵を尽くして

互いに教え、互いに戒め、詩と賛美と霊の歌とにより、感謝にあふれて心から神に向かって歌いなさい。」と言

うのです。要するに、信仰者が教えようとするときも、戒めようとするときも、その基盤はいつもみこ

とばにあるということです。私たちの知恵ではありません。みことばに現された知恵を、もっと言えば

神の知恵であるキリストに基づいて人々を教えようとするのです。言いかえれば、私たちが正しく教え

られるかどうかは、みことばを通してどれだけ私たちがキリストを知っているかにかかっているのです。

パウロはキリストをよく知っていました。もちろん彼もすべてのことを完全に知っていたのではありま

せん。まだ知り続けている途中でした。だから彼自身もますます知りたいと、そのことを祈り求めてい

ました。ピリピ３：１０－１２に「:10 私は、キリストとその復活の力を知り、またキリストの苦しみにあず

かることも知って、キリストの死と同じ状態になり、:11 どうにかして、死者の中からの復活に達したいので

す。:12 私は、すでに得たのでもなく、すでに完全にされているのでもありません。ただ捕らえようとして、追

求しているのです。」と書いていました。パウロも完全にすべてのことを知っていたのではありません。

でも、少なくともパウロは、自分自身の知っているキリストに、まず自分が習って歩んで、そしてほか

の人々にも同じことを求めました。いつもイエス・キリストを語って、人々をそこに立ち返らせて、彼

らの目をイエス・キリストに向けさせていました。イエス・キリストのその姿を忘れて、別の方向に行

こうと言う者がいるのであれば、みことばの真理でもってイエス・キリストの方を見なさいと、彼らを

指導し続けていたのです。こうして正しいことを教えることは、キリストを宣べ伝える上で重要な要素

の一つでした。パウロはそうやってこのキリストを忠実にあかしし続けていたのです。それが彼の働き

の中心でした。 

●パウロの“働きのゴール／目的” ２８ｂ節 

もう一つ注目してほしいことは、働きの中心だけではなくて、パウロはどんな働きのゴールに心を留

め続けていたのかということです。そのことが２８節の続きに「それは、すべての人を、キリストにある成

人として立たせるためです。」と書いてありました。これが、彼がなしていた働きの目的でした。彼があ

らゆる人々に福音を熱心に語り続けていたのも、あらゆる人々にみことばを教え続けていたのも、あら

ゆる人々に戒めを与え続けていたのも、あらゆる人々に犠牲を払って仕え続けていたのも、すべてはこ

の目的のためでした。パウロの焦点はここにありました。どれだけの人が自分の話を聞いてくれている

とか、どれだけの人が自分の教えを喜んで好意や興味を示してくれるとか、そんなことにはいっさい関

心を払っていませんでした。彼は自分自身の評判のためや自分自身の満足や喜びのためにそれをしてい

ませんでした。そんな目的のために働きを行っていたのではなかったのです。そうではなくて、パウロ

はただ人々がますます霊的に成熟した者となっていくことに心を配っていました。なぜ福音を語り続け



たかと言うと、キリストをまだ知らない者たちがキリストを知るためです。キリストを知った者たちを

なぜ教え、戒めていたのか――。キリストを知った者たちがそのキリストを心から愛して、すべてをさ

さげて従っていく者へと成長していくためです。そのためにパウロはすべての働きをなしていました。

彼のなしていたすべての働きは、ただ、あらゆる人々がますますイエス・キリストに似た者へと変えら

れていくこと、ただそこにあったのです。それが彼の働きのゴールでした。 

では少し立ち止まって考えてみましょう。果たして私たちは、主のための働きをそのようにとらえて

いるでしょうか？私たちがなしているあらゆる働きは、キリストに似た、成熟した者へと自分自身が、

また、ほかの人たちがなっていくことにいつも焦点を置いたものでしょうか？皆さんはひとりひとり主

のためにいろいろな働きをなされています。教会で奉仕をするときもそうでしょう。兄弟姉妹と交わり

をするときもそうでしょう。教会学校や家庭にあって、子どもたちを教えるときもそうでしょう。家族

や夫婦で時間を過ごすときもそうですし、職場や友人にあかしを立てるときもそうです。私たちは果た

して正しく働きの中心とゴールを覚えているでしょうか？皆さんが集うときに、皆さんが仕えるときに、

皆さんの目的はキリストに似た者になっていきたい、ほかの人がキリストに似た者になっていってほし

いという目的のために、すべてをなしているでしょうか？それともそのゴールを忘れて、自分勝手な目

標や自分勝手な願いをかなえるために、ただすべてをしているのでしょうか？一度自分自身に問いかけ

てみてください。二つあります。一つ目は日々キリストに似た者になっていくということは、あなたに

とってどれだけ欠かせないものだと考えているでしょう？二つ目は、それと同じように周りの人たち、

ほかの兄弟姉妹たちがキリストに似た者になっていくということに、あなたはどれだけ関心を払ってい

るでしょう？あなたはそれを自分にとってもなくてはならないものだと考えているでしょうか？ただ勘

違いしてはいけません。霊的な成熟というのは、私たちがクリスチャンになってから何年たったのかと

いう話をしているのではありません。昔も今も多くの人たちは自分が救われてからこれだけの年数がた

ちましたと、ただ口にはします。でも問われるのは、どれだけの年数がたったのかではなく、あなたが

みことばから真理を知り、その真理があなたの生き方を変え、どれだけイエス・キリストに似た者へと

変わり続けているかです。もし長い年数、主とともに歩んでいるのであれば、それだけ成熟した者にな

っているはずです。自分の歩みを振り返ってみてください。救われたときからどれだけの知識を蓄えた

かではなく、どれだけ皆さんが愛しておられるイエス・キリストに似た者へと変えられてきたかです。

キリストが父なる神様をいつも愛していたように、心を尽くし、思いを尽くし、力を尽くして神様を愛

し続ける者と変えられ続けているか、キリストが人々を赦されていたように、犠牲を払ってみずから赦

しを実践する者へと変えられ続けているか、キリストが苦しみを耐え忍ばれていたように、キリストが

悪を憎まれていたように、キリストがへりくだって仕えられていたように、キリストがひとり祈られて

いたように、それがどのようなものであったとしても、私たちは愛する主に似た者へと日々変えられ続

けているかです。 

もちろんこの地上にあって、すべての点で完全に似た者となることはありません。そうなるのは私た

ちが主にお会いした、その時です。でも、そのすばらしい将来が待っているのであれば、そんな希望を

私たちが持っているのであれば、私たちはきょうという与えられた日を、みことばを通してキリストを

さらに知って、主の助けによってキリストに似た者となっていくことを追い求めていくのです。ヨハネ

もこう言っていました。Ⅰヨハネ３：２－３に「:2 愛する者たち。私たちは、今すでに神の子どもです。後

の状態はまだ明らかにされていません。しかし、キリストが現れたなら、私たちはキリストに似た者となること

がわかっています。なぜならそのとき、私たちはキリストのありのままの姿を見るからです。:3 キリストに対す

るこの望みをいだく者はみな、キリストが清くあられるように、自分を清くします。」と。パウロはまさにその

ように歩んでいました。彼は最後まで焦点を見失うことはありませんでした。キリストにある成人とし

て立たせるというそのゴールにただ目を留めて、中心であるこのキリストを宣べ伝え続けていたのです。 



そして今の私たちも同じように歩んでいくことができます。キリストに焦点を置いて、ただ成熟を目

指して生きていくことです。いったい自分はどこが欠けているのだろう、どんな罪を脱ぎ捨てないとい

けないのだろう、どんなキリストを身につけなければいけないのだろうと問いかけ続けることです。そ

うしてキリストに似た者となっていくことを忠実に追い求め続けていくことです。でもこれを聞いて、

それは余りにも難し過ぎて自分ひとりでは到底できそうもありませんと思う人がいるかもしれません。

もしそんなふうに思うのであれば、今私たちが見たパウロの模範からよく考えてみてください。キリス

トに似た者になっていくことの重要性をわかっていたパウロは、自分だけがそれを追い求めるのではな

くて、キリストを宣べ伝えて、あらゆる人を戒め、あらゆる人を教えていたのです。言いかえれば、パ

ウロは人々がキリストからそれているのであれば、正しい道へと戻してあげて、その正しい道を続けて

歩めるように、みことばから真理を教えて訓練し続けていたのです。これは当時の人たちにとって、彼

を慕う者たちにとって、その歩みにどれほど欠かせないものだったでしょう。彼らが自分たちはキリス

トに似た者に変わりたいと願って歩んでいくその過程において、間違っているのであれば、それは間違

っているよと教えられること、これが正しいことだとそう訓練され続けることは、どれだけなくてはな

らないものだったでしょう。そしてもし彼らにとってそうなのであれば、今の私たちにとってもどれほ

どそうなのでしょう？キリストに焦点を置き続けるように、キリストの姿を忘れないように、私たちが

互いに戒め合って、教え合っていくことはどんなに必要なことなのでしょう？当然なくてはならないも

のです。いや、むしろ聖書はその大切さも、責任も繰り返し述べていました。私たちがさっき見たコロ

サイ３：１６にもそのことが記されていましたし、またパウロはローマ書の中でもこう口にしていまし

た。ローマ１５：１４に「私の兄弟たちよ。あなたがた自身が善意にあふれ、すべての知恵に満たされ、また

互いに訓戒し合うことができることを、この私は確信しています。」とあります。確かに私たちは、互いに戒

めるとか、互いに訓戒するということばを耳にするとき、すぐにその難しさに心を奪われてしまいます。

罪や過ちを指摘して、それによって友情や関係が壊れてしまうことを恐れたり、問題や争いに自分が巻

き込まれたくないという思うから、とりあえず問題には触れないで先送りしたりします。たとえキリス

トから明らかに離れた歩みをしている人たちを見たとしても、いろいろな理由を持ち出してきて、見て

見ぬふりをすることもあるかもしれません。でもみことばはそれをよしとはしていませんでした。兄弟

姉妹たちが、愛をもって互いに間違いに気づかせてあげることの必要性を繰り返し教えていました。 

箴言２７：６にこんなことばがあります。「憎む者が口づけしてもてなすよりは、愛する者が傷つけるほう

が真実である。」。いったい著者ソロモンは何を言わんとしたのでしょう？あなたのことを憎んでいる敵

は、たとえ問題があろうと、まるで何事もなかったかのようにふるまいます。でも、あなたのことを愛

している真の友は、一時的に傷つけることになったとしても問題を明らかにすることで、本当の愛を示

そうとするのです。これを私たちに当てはめて考えてみましょう。私たちは兄弟姉妹の罪を取り扱わな

いことが憐み深いこと、やさしい行為だと思うかもしれません。真実を伝えてあげることよりも、その

人の良い部分だけを取って励ましてあげることの方が良いと考えているかもしれません。もちろん愛に

よって罪を覆い隠してあげることも、励ましを私たちが与えてあげることもどちらも大切で、必要なこ

とです。でも、もし私たちが実際に罪に気づいているにもかかわらず、愛をもってその人を傷つけない

のであれば、あなたはその人にとっての真の友ではなく、敵だとみことばは言うのです。これはとても

厳しいことばでした。だからこそゴールを忘れないことです。 

私たちはただ罪を指摘するのではありません。愛する主に似た者へと変わっていきたいから、互いに

励まし合い、正しい道へ戻るようにと指摘し合うのです。日々の歩みの中にあって、いろいろな誘惑や

問題がある中で、最後までだれも道をそれていかないように、互いが互いに気を配り合いながら、とも

に歩んでいこうとするのです。弱さを覚えている者がいれば、みことばから励ましと力を与えてあげて、

失意を覚えている者がいれば、みことばから慰めと喜びを与えてあげて、罪に気づいていない者がいる



のであれば、みことばから気づきを与えてあげる。またどんなときも、私たちとともにいてくださるお

方、創造主であり、主権者であられ、救いと希望を唯一もたらすことができる最高のキリストに目を向

けさせて、そして互いにその方にならって生きていこうと、兄弟姉妹が一緒に歩んでいくのです。そし

てそれこそが私たち神の家族に与えられた責任であり、特権でした。その目的から目をそらさないこと

です。最後まで焦点を忘れないで、そのゴールを目指してみなが互いに働き合っていくことです。 

５．力の源にただ拠り頼み続けること ２９節 

でもこれを聞いて、まだある人はこう思っているかもしれません。ひとりではなく、兄弟姉妹ととも

に歩んでいくことができることはすばらしい。でも、求められていることが余りにも厳し過ぎて、まだ

自分には難しいと思われるのであれば、最後五つ目の態度をよく覚えてください。パウロの働きに見ら

れる五つ目の態度が２９節に記されていました。それは力の源にただ拠り頼み続けることです。２９節

には「このために、私もまた、自分のうちに力強く働くキリストの力によって、労苦しながら奮闘しています。」

と記されていました。ここでまず気づいてほしいことは、パウロがいかに懸命に働いていたのかという

ことです。彼はキリストを宣べ伝えるという働きのために、倒れそうになるまで忠実に仕えていました。

「労苦しながら」、「奮闘しています」と、二つのことばがここに登場しています。 

▷「労苦しながら」 

一つ目の「労苦しながら」ということばは、ある人が肉体的にも精神的にも疲れ果てるまで働くこと

を表しています。まるで農家の人がかんかんに照っている暑い日差しの中で、朝からせっせと畑を耕し

て、種を植えては絶え間なく晩まで働いて、家に帰ったら疲れ果てて床に倒れ込んでしまうかのように、

パウロは主のために身を粉にして働いていました。 

▷「奮闘しています」 

また、二つ目の「奮闘しています」ということばは、興味深いもので、「戦う」とか「争う」といった

ことを表していました。そして時にはレースなどを競う競技者としての意味でさえ用いられることもあ

りました。Ⅰコリント９：２５には「また闘技をする者は、あらゆることについて自制します。彼らは朽ちる

冠を受けるためにそうするのですが、私たちは朽ちない冠を受けるためにそうするのです。」と記されています。

そして「闘技をする者」、それが同じことばでした。そしてこのことばに関して、マーク・ネメルという

先生もこんな説明をしています。「パウロが『奮闘する』と訳した言葉は、古代ギリシャのオリンピッ

クと関連付けられ、特に残忍な催しであった古代レスリングのような、熱心に争われる競技を表現して

います。この言葉は汗と涙、切り傷とあざを連想させるのです。」と。このことばが持っているイメー

ジを何となく想像できますか？オリンピック選手は勝利を勝ち取るためであれば、文字どおりすべての

ものをささげようとします。あらゆる努力をして、自分を鍛錬して、汗水流すのです。ただ、栄冠を手

に入れるために懸命に戦い続けるのです。パウロはまさにそのような戦いを続けていました。彼が最後

に残したⅡテモテ４：６－７にも同じことばが出てきます。「:6 私は今や注ぎの供え物となります。私が世

を去る時はすでに来ました。:7 私は勇敢に戦い、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました。」とパウ

ロは言っていました。戦い続けていました。それが彼の人生でした。彼の働きは、いつも順風満帆なも

のではありませんでした。あのパウロがキリストのことを宣べ伝えたのであれば、人々はみんな喜んで

やって来て耳を傾けて、そのメッセージを快く受け入れたのかというと、そうではありませんでした。

その逆に、彼は彼を忌み嫌う者たちによって迫害され続けていたのです。 

また、それに加えて、多くの教会のために心を悩まし続けていました。考えてもみてください。宣べ

伝えた福音を急に捨てて、ほかの福音に移っていくようなガラテヤの教会みたいな人たちもいれば、何

度も何度も涙ながらに手紙を書き送っても、いろいろな問題を絶えず抱え続けていたコリントの教会の

ような人たちもいました。主のために忠実に働いていこうとすればするほど、問題は減っていくのでは

なくて、問題は絶えずそこにあり続けたのです。パウロはⅡコロント１１：２９－３０で「:29 だれかが



弱くて、私が弱くない、ということがあるでしょうか。だれかがつまずいていて、私の心が激しく痛まないでお

られましょうか。:30 もしどうしても誇る必要があるなら、私は自分の弱さを誇ります。」と言っていました。

彼自身が強かったのではありませんでした。弱さや難しさ、疲れを覚えていました。私たちと同じよう

に悩みや苦しみを味わっていたのです。でもそんな中にあっても、彼は懸命に主に仕えて、人々の霊的

成長のためにすべてを犠牲にして戦い続けていました。いったいどうしてそんな歩みが可能だったので

しょう？ 

それはただ彼が力の源に、彼のうちに力強く働くキリストの力に拠り頼み続けていたからでした。彼

自身の力ではありません。ただ、教えるときも、戒めるときも、仕えるときも、主の力がどんな働きを

も可能にしていたのです。たとえ自分自身は弱くても、自分のうちに働く方の力が強いのだということ

をパウロはよくわかっていました。だから彼は何度も言えたのです。先ほど読んだⅡコリントの続き１

２：９－１０に「:9 しかし、主は、「わたしの恵みは、あなたに十分である。というのは、わたしの力は、弱さ

のうちに完全に現れるからである」と言われたのです。ですから、私は、キリストの力が私をおおうために、む

しろ大いに喜んで私の弱さを誇りましょう。:10 ですから、私は、キリストのために、弱さ、侮辱、苦痛、迫害、

困難に甘んじています。なぜなら、私が弱いときにこそ、私は強いからです。」と書いていました。また、ピ

リピ４：１３でも彼は「私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです。」と言って

いました。パウロにとって弱さは恥ずべきものではありませんでした。私たちはよく弱さを恥じてしま

うかもしれません。でもパウロはそんな弱さのうちに働かれる、偉大な力を覚えたとき、彼はそれさえ

も大いに喜ぶことができたのです。 

こうしてキリストの力にただ拠り頼んでいたからこそ、彼は困難な状況にあろうとも最後まで忠実に

働き続けることができました。ありとあらゆる困難を味わって、肉体的にも精神的にも疲れ果てるまで

戦い続けた、そんな彼にとってキリストの力こそ十分なものだったのです。そして感謝なことに、パウ

ロのうちに働いていたこの同じキリストの力は、今の私たちのうちにも働いてくださるのです。だとす

れば、あのパウロにとって十分だったその力は、今の私たちにとっても十分なものではないでしょう

か？確かに私たちがキリストのために忠実に働きをなそうとすれば、そこには難しさが当然存在してい

ます。パウロの歩みを見てもそうです。キリストを人々の前で熱心に宣べ伝えていこうとすれば、キリ

ストの成人としてほかの人を立たせていこうとすれば、大きな犠牲や痛みを伴うこともあるでしょう。

でもそのときに必要なのは、私たちの知恵や才能ではありません。私たちの力や強さでもありません。

そのときに必要なものは、私たちがただへりくだって自分の弱さを認めて、その弱さのうちに働かれる

キリストの力に拠り頼むことです。自分の力に頼ることをやめることです。神様、自分には何もできま

せん、あなたの力がなくてはだれかが救われることも、だれかが変えられることもありません。だから

どうか、あなたがともにいて働いてください。そう信頼して与えられた働きに忠実に仕えていくことで

す。 

私たちの模範であるパウロは、自分を救い出してくれたその主を何よりも愛していました。それゆえ

彼は喜んですべてをこの方のためにささげ、この方に仕えようとしました。その働きに伴うどんな結果

も喜んで受け入れて、自分自身にゆだねられた務めを、栄光に富んだ奥義を大胆に語り続けていました。

その結果、ほかのだれよりも苦しみを受けることになりました。しかし、それでもなお彼は最後の最後

まで主の力に拠り頼んで、決して焦点を見失うことはなかったのです。そして彼が仕えたその主は、そ

んなパウロの働きを喜ばれ、大いに用いられました。私たちもこの模範にならって、今を生きていくこ

とができます。ともに偉大なこのキリストに仕えて、神様の栄光を現す者として日々を歩んでいきまし

ょう。この地上での最後の日まで互いに助け合いながら忠実に働いていきましょう。主が既に用意して

くださっている義の栄冠にあずかることを楽しみにしながら、何よりも私たちの愛する主にお会いする

そのときを楽しみにしながら、ともに勇敢に戦い、走るべき道のりを走り切りましょう。 


